
事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目 国際スポーツ会議開催事業

助成事業者名 公益財団法人日本卓球協会

国際卓球連盟スポーツ医科学委員会委員長・委員、各国卓球協会スポーツ医科学委員会委員等、世
界バドミントン連盟役員、日本卓球協会スポーツ医科学委員会委員等

主な議事内容

１．スポーツ医科学研究の発表と質疑応答：　スポーツ医学、スポーツ心理、スポーツ栄養、ス
ポーツ科学の各分野について、国内研究者から9件、海外研究者から10件の研究発表が行われ、各
発表の後にディスカッションが行われた。
２．ITTF医科学委員会 委員長によるkey note lecture（卓球の医科学研究の方向性）をもとにし
た討論
３．世界バドミントン連盟におけるスポーツ医科学研究に関する特別講演
４．スポーツ栄養シンポジウム；日本の最先端研究成果の紹介。日本スポーツ栄養学会の活動紹
介。日本バドミントン協会における栄養サポートの紹介。

事業名 JTTAスポーツ医科学委員会国際会議2017

事業の成果

国際卓球連盟(ITTF)では、本年6月、委員会委員の改選を行った。スポーツ医科学委員会（SSMC）
委員も改選されたが、新委員11名中8名が本会議に参加した（1名直前病欠）。特筆すべきは、2015
年、2016年の2年にわたって本会議に招待し、日本人研究者と共同研究を行っているドイツ人研究
者が本年ITTF SSMC委員に選任されたことである。この高い出席率と委員会人事への影響力の行使
は、ITTF 内での本会議のプレゼンスの高さを示したものと思っている。次期ITTF SSMC委員長ポス
トの獲得、現ITTF副会長職の維持に向けての活動に十分貢献して行けるものと確信した。日本人研
究者とITTF SSMCの研究者との国際共同研究は順調に発展している。更に、今回、世界バドミント
ン連盟役員を招待したことにより、共同研究は卓球のみならずラケットスポーツというより大きな
フィールドに拡がる可能性を得ることとなった。

事業に対する評価

【参加者・第三者の評価】　会議はスケジュール通りに進行し、予定された内容を全て消化、終了
した。その内容について、参加者（日本人研究者、海外からの招聘研究者）から高い評価が得られ
ている。また、この会議の様子は、ちょうど同じ時期に開催されていたITTF 理事会の場でも報告
された。出席理事から良い評価を頂いている。その評価は本会議概要のITTF websiteへの掲載に反
映された。
【自己評価】　本会議開催の目的である国内研究者の国際化とスポーツ医科学分野での日本のプレ
ゼンスの確保、ITTF内での役員ポスト確保への側面支援について、本年の会議から得られた成果
は、その目的達成に十分合致したものと自己評価している。
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開催期間・開催日 平成 29 年 9

出席者の範囲

年 9 月 24 日

開催場所 東京都北区 味の素ナショナルトレーニングセンター

月 23 日

組織運営体制
関係機関との連絡体制

日本卓球協会（JTTA）は会議の主催者として全ての面でイニシアティブをとることにこだわった。
ITTFではなく、JTTAが企画、運営し、海外からの研究者の招聘、会議のプログラム策定を行うこと
に会議開催の意義があるものと考え、その全てをJTTAスポーツ医科学委員会が担当した。海外から
来日する研究者の入国からホテルまでの送迎、滞在中の諸事対応、会議当日の進行、討論の管理そ
のすべてを委員会委員とボランティアが担当した。

事業計画及び実績

年度当初計画 実績

参加国・地域数 14 カ国 11 カ国

総参加人数 65 人 43 人

ボランティア人数 15 人 12 人
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情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）

理由：（　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

理由：（　　　　　　　　　　）

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法 関係者にアンケートを実施した

備考

HPで公開

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない

行った 行わなかった

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

情報開示請求があった場合に開示


